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3月 6日は
“
啓蟄

"。
都会の中にひつそりと残された自然にも、春の訪れを感じさせる新しい命

が誕生しています。

先日、水路でどんぐりからがわいい芽が顔をだしたり、セリの新芽がた<さ ん生えていたりする

のを見つけました。崖下では
“
底りんそう

"の
みずみずしい緑の葉が出てきています。まだまだ寒

い日もありますが、春の準備が書々と進んでいるのを感じます。 “ほりんそう
"は

4月 5日 (日)

前後が見ごろだそうです。

美術館案の水路の手入れも一段落して、雄肥づ<り の柵も3つ並びました。首あつた、小川のせ

せらぎのようになるといいですね。

荒川での満潮時観察会では
“
カワセミ

" “
オオタカ

"を
確認 !!

ほんの一瞬でしたが、 “カウセミ
"の

羽の美しさに、しばし茫然としてしまいました。

4月から新年度がスタートします。下記 ご 案内いたします。
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｀ 日 時  4月 19日 (日) 午 前9:30～ 午後4:00           、

集 合 場 所  浮 間舟渡訳前 (雨天の場合も実施します)

持  ち  物   弁 当、おやつ、飲み物、あれば手帳かスケツチブツク、双眼鏡、図鑑

参  力 B 費   200円 (保険料含お)

*野 鳥観察と植物観察|こ分かれ、土手を観察しながら笹目橋まで歩きます。
       、

10年度 活動計画          ヽ r    ir      S

*い たばし野鳥クラブとの共催です。

      _二 重ゴ券乳軍彰王甚ま        ヽ

ひきつづ き、総会 を開 きます =

場    所   徳 丸が原公園集会所(隷
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赤塚の森ボランテイア第 2回 エコアップ検討会

1月 31日 、 (株)緑 生研究所の井不郁子さ

んに講師をお願いし、赤塚城虻公園と区立公園

の観察会とワークショツフ
°
を行いました。 11

月の第 1□エコアッフ
°
検討会にヨ|き続き、生き

物がすめる環境にするためにはどうしたらよい

かを者えるためです (参加者 26人 )。

今回は、林のありおについてこれまでに出た

課題やポイントを整理して、現場を見ながら丼

本さんにコメントしていただき、年後は赤塚城

虻公園の林の現状と活動に対するアドバイスを

いただき、会員からの問題提起と意見交換を行

いました。

ヨ|き続<新 年会では、アルコールが入ると猛

然と元気が出る人もいて、8時 頃までにぎわい

ました。何□が世話人会や作業で一
緒だつたけ

ど、ゆつ<り 話し込んだのは初めてでした。

赤塚の森ボランテイアの独自活動を進めるた

めとは、林をよ<知 る必要があります。検討会

は、多様な植物や生き物のことを者えて、どの

ような林であつてほしいのか勉強し、活動のテ
ーマを見つけてい<こ とが目的です。
｀
1前□ほはだいたい次のような課題があげられ

ました。

①子供達が自然とふれあえる場所、遊んでもよ

いところはどこか

②ニリンソウなど車花が生えて、私たちが楽し

めるところはどこか

③生き物の生息できる環境にするには?

④人も立ち入らず、手も加えず、自然の力でそ

の々場所にあつた自然の森になる場所は?

⑤人の立ち入りなどにより、下車も生えず、土

が流出して根が浮いて林が癌んでいるところ

は何とかしなければならない

⑥生き物屋欠かせない水辺地

⑦新しい本がこれから育つところ (あるいは新

しい森づ<り )

車花のない冬の観察でしたが、常緑樹と落葉

樹がはつきりわかつて、林の状態と管理を知る

上では好条件でした。新年早々の大雪で、林の

なかには、枝が折れた本もた<さ んありました。

11月 の観察会では、ササが茂つていました。

どんな林にしようか、私たちは何ができるだろ

うかと話し合つたばかりなのに、それがきれい

さつばり刈られていて、あつけにとられてしま

いました。常緑租はそのままでした。

<井 不さんのお話から>

城虻公園の林は、三リンソウのある大門地区

の本に比べて、高本だが幹まわりが細<、 また

面積あたりの本の本数が多いそうです。戦後す

ぐの航空写真を見ると、城辻公園ほ伐採直後の

明るい林になつていて、一方大門のニリンソウ

が群生しているところは、樹林になつています。

このふたつの林は、戦争中睦林をきつたが、切

山の上の車地も山の縁も今後は要観察区域。
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つていないかの違いがあるそうです。

現在常緑樹がかなり大き<な つています。こ

のままだと常緑樹の暗い林になつてしまうが、

本を切るということに抵抗があつて常緑樹が残

されています。

みんなで雑木林として管理する場所が決まつ

たら、雑本林の子供の世代が育つ環境づ<り を

者える必要がありそうです。部分的に本を切つ

た明るい場所があると、植物種も増えるという

ことでした。

また斜面上の乾燥を好お植物、斜面下の土嬢

が厚<湿 つたところを好お植物 (ニリンソウな

ど)、 斜面中ほどの中<ら いの土壊環境を好お

植物など、それぞれが好きな場所があり、斜面

の全体を者える必要があるということでした。

植物の芽が出やす<す るために、部分的にで

も落ち葉を掻いてみたり、裸地ほは、近<の 同

じ様な地形のよい環境の土壊 (種子が混じつて

いる)を もつてきてま<、 など手法についても

アドバイスいただきました。

<会 員の問題提起 >

矢日さんから :城辻公園広場の林で、林の中に

あるものを使つて、推肥置き場と、落ち葉が飛

散するのを防く柵をつ<つ た。子供達も参加で

きる自然回復の作業がどんなものがあわかりい

ただけると思う。鳥も、虫も、本も全部一結に

者えた雑本林づ<り にしたいと思う。

釣巻さんから :昆虫の立場から。下車がメ」られ

ササがな<な つていたが、ササを食車とするチ

ヨウがいる。クズが嫌われているがクズを食ベ

るチヨウもいる。乾いた落ち薬ほ<つ ついて越

冬するサナギ、雑本林を切つた後の車原ほ<る

チヨウや、切り株から出た芽ほ卵を生おチョウ

など、かつてあつた雑木林の多様な場所が、多

様な毘虫の生息環境になつていた。

赤塚公園ではこのような雑木林に特徴的なテ

ヨウの多<が 全滅してしまつた。一面的な管理

でな<、 多様な場所をつ<り たい。子供達が自

然のながで遊び、自然が好きになるように、遊

べる場所も必要である。

島井さんから :森とは人間にとつて何か。現在、

私たちの目の前にある森は、過去の自然と人間

の関わりを知ることができる残り少ない貫重な

森である。普は、生活のため[森 を利用し森ほ

たよつて生きてきたが、現代では森から遠ざか

つても生きていけるかのようである。しかし、

森を消滅させたり瀕死の状態にすること|よ、人

間も含めた生態系の持続はあり得ない。さまざ

まな生き物たちを育んでいる森が、これからど

のような姿になろうとするのか、人間には判断

できない。現在の森を豊かな森として後世に残

すために、どのようにしたらよいかは、慎重に

者えなければならない。

<ま とめ>

①これから春夏秋冬の林の植物や生き物の観察

会をして、雑本林の状態を把握する、

②手を加えないところ、雑本林として管理する

ところ、など、しつかりとした計画をつ<る

③部分的に段階的に実験をして様子をみる

④ゴミ拾いなども日常的な活動も大事

私たちのやつていることが認められるような

活動をしていこうと確認しあいました。

観察会で現地での林の勉強会
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3年程前に自宅 (栄晦)に 青い蛍光灯をつけ

てみた。むしを誘い寄せるためである。し|ざら

くごお さヽたしている、スズメガやコガネムシに

会いたいと思い立ったからである。ど
'う

お暮ら

しですか、とたずねたく思ったからである。

ところが、一夏にやってきてくれたのは、数

頭のコスズメにヨトウガ、カプラヤガ
'く"ら

いだっ

た。吉はあんなにいたシモフリスズメやコフキ

ヨガネは一頭もやってこなかった。さびしさと

時代の変わりかたの速さを思い、青い蛍光灯の

前でうなだれるだけであった。

赤塚溜池や、荒サ|1土手のむし達はどうしてい

るのだろう、もう30数年は会っていない。

そんな思いでここ2、 3

年区内のあっちこっちでむ

しを探してみた。結果は予

想よりさびしいものであっ

た。もちろんさっと見ただ

けなので、見落としだらけ

だろう。でもむかしはさっ

と見ただけでも、たくさん

目についたものである。そ

んな板橋のむし達のことを

すこし書いてみたい。

まず最初は、カラスアゲハ、黒い羽に緑色の

鱗粉を散らした大きい蝶、極く近い仲間のミヤ

マカラスアゲハに比べるとくすんだ感じだが、

美しい蝶である。

40年前の大門の諏訪神社、長い参道を通り仁

王様のある門をくく
Ⅲ
り抜けると拝殿である。小

学生の私には拝殿は用がない。目的は裏のクサ

ギの花である。何本もならんだ大きい杉の木の

間に生えていて、 8月 も半ばを過ぎると咲き出

した。大きい黒い蝶が森の奥から次から次へと

飛んでくる。クサギの花にくるカラスアゲハは

簡単に採れる。林の中ではゆっくり飛んでいる

ようだが、案外採りずらい蝶なのだ。

今でも諏訪神社の裏で、クサギの花に来るの

が見られる。もっとも杉の生えていた辺りは道

路になってしまったが。

森の蝶なのだ。特に夏は森からあまり出てこ

ない。夏、赤塚城跡の下の薄暗い竹林のなかで

待っていると、何匹かのこの蝶がもつれるよう

に飛んでいるのが見られるだろう。黒い羽の蝶

は日向では体温が上がりすぎるのだ。

アゲハは日向の蝶、クロアゲハは日陰、カラ

スは森で当然板橋区内での分布は限られている。

1958年に栄町で採集しているので、その頃は区内

全域にしたのだろう。現在では、私が確認したの

は四葉、大門の崖線、赤塚

溜池から不動の滝周辺で、

個体数は多い。多分、志村

から小豆沢、赤羽台にかけ

て点々と生き残っているだろ

う。他には、加賀公園(1990

年記録有り)、大谷□から

小茂根あたりが可能性ある

ので調べてみたい。

調査時の問題は、飛行中

はクロアゲハとの区別が難しいことである。町

中の公園ではクロアゲハも木立ちの中によく入

るのである。羽か体の緑色を確認しなければな

らない。食草はコクサギ、キハダ、サンショウ、

イヌザンショウ、カラタチ他ミカン科各種で範

囲は広いが、各産地での食草は1、 2種 に限定

されるようである。赤塚では多分コクサギ。暗

い林内でコクサギを食べているアゲハの幼虫を

見たら板橋周辺ではまずこの種と見て

い。保護のためにはまず林を残すこ

と、コクサギを切らない事である。
コクサギ (ミカン科)

葉が2枚づつ交互に出るのが特徴 の低

木。諏訪神社下の湧水の回りに多い。

釣巻岳人 記

|を がうのを
い
う 今″〃

ルシス】老彩♭
ヌ ゲ,げ ョウ料)

日本 全 国 に
産す。国外で
は、ウスリー

からビルマ北
部 。 東 京 付
近では年 2回
の発生、春型
が 4月 後半か
ら 5月 、夏型
は 7～ 8月 、
蛹越冬。 Lp
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いたばし荒川自然回復団

■月

豹 暗 :

、
＼、

3■ 日 消 調 囁 勝 基 の 幸踏 毛察 せ ギ

ぶ

かがみ、笠原、金田、木村、小松、新保、高野、 (財)埼 玉県生態系保護協会

(高橋他 3名)、 計10名

東京湾 7時23分満潮に満潮位 1.8輸、およそ1時 間ほど東京湾とは満潮時刻がちがうだ

ろうと笠原さんより聞いていたため、8時 に現地集合し、水路、実験穴などを観察しなが

ら旧白子川河□へ向かう。あたりは白く霜がおりており、冬らしい景色となっていた。

水路と穴の様子

成人の日に降った大雪の雪解け水が残っているようで、水路にも穴にもそれ以後雨が

ふっていないにも関わらず2～ 30cn程度の水深があり、表面は薄氷となっている。

これらの水は図のAの 付近で水は無くなっている。

満潮の約 ど`こま働 つヾているか

河口恨防 らヽ見てくるとどうもBの地点まで水は上がってきているらしい。クロベンケ

イガニの生息揚肪とほぼず致している。

低水護岸の天端コンクリートの下の辺りまできている。船舶の通過時は天端を越える

ほどの肋 きヾている。

気がついたこと

河日付近で 「河回のがけは一部残した方がカワセミの営巣を考えると良いのではない

か」と話し合っている最弘 カワセミが姿を見せた。

穴の付近でミーティング中、オオタカが L空を下流へむけて通過する。

東京都の 「都民グリーンフェスティバノヅ98」 の行事のひとつとして、 「みどりの中の

自然教室」をみどりの推進委員の企画で行うことになっているカミ 笹目橋緑地でも自然

教室をやってはどうか、そして内容はどうするれ について意見交換を行った。

「実験池を掘る」、 「自然観察」、 「とん汁」などの意見がでた。

J.

D
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活 動 の お 知 ら せ

定例会は毎月第一木躍日 (4月 2日 、 5月 7日 )産 文ホールBlサ ンイチで (食事司)ど なとでも。

赤塚の森ボランテイア

●浮蓮寺下の水辺エコアツプ

ロ 時 :3月 21日 (土)午 前 10時

集 合 :美術館前

荒川自然回復団

●笹目橋緑地池掘り&カ レーライスを食う会

主 催 :いたばし水と緑の会 荒川自然回復団、

共 催

淳連寺下には湧水が少しわいています。人通  日  時

りが少な<野 鳥がよ<来 るところです。ここを 集  合

生き物のためと少し手を力8えられないが検討し

ます (連絡先 :坂不 3952-6688)。      持 ち物

●ェリンソウお花見どき :4月 5日頃。エリン

(3)

ソウの会ではパトロールをしています。

●掲示板をつ<り ます

いたばし野鳥クラブ

4月 26日 (日)午 前 9時 30分

三日線西高島平駅改本し□ (直接会場ヘ

も可)

ご飯、皿、コツプ、スフ
°一ン、箸など

あればスコツフ
°
、その他

500円 (保険料など)

池を掘りますので、汚れてもよい服装

4月 29日 (祝)午 前 6時 15分

光が丘公園北□ (交番脇)

赤塚城姓区立美術館前

都立城北公園体育館前

区立見次公園ボート乗場前

区立小豆沢公園体育館前

区立東板橋体喬館前

双眼鏡、図鑑

200円

参加費

注 意

日 時 :4月 4日 (土)午 前 10時           で ご参加下さい。もちろん、着替えや

集 合 :美術館前                  タ オル、足元の履き替えも忘れずに。

赤塚公園ほ来る人たちに私たちの活動ほ参加し  荒 川河川敷で池掘りほ挑戦します。トンボ、

てもらえるよう、活動内容や、日程などをお知 ゲ ンゴロウ、カエル、カワセミなど水辺の生き

らせする掲示板をつ<り ます。私たちの連絡ほ 物 を8平び寄せるために、とりあえず水が溜まる

植物 ・昆虫の観察。城止公園の自然の宝物をさ 0夏 の渡り鳥 ・区内早朝観察会

がします。私たちが公園の手入れをしてい<場  主  催 :いたばし野鳥クラブ

も使います (連絡先 :矢日 3973-0998)。

●春の観察会

日 時 :5月 10日 (日)午 前 10時

集 合 :美術館前

合の検討材料にもなります。          日  時

(連絡先 :小松 3937-8490)        集  合

●湧水水踏

かかげさまで湧水水路の清掃は一応終わりまし

た。ここの整備については、区は、改めて広報

いたばしで募集して、住民参カロにより水路と池

のビ才トーフ
°
整備をします。水と緑の会からも   ,

持ち物

参加費

場所と、簡単な水門をつ<り ます。からだを動

かじた後は、おいしいカレーをつ<り ますので

期待していて<だ さい。

(連絡先 :栗林 3959-2072)

参力8しましよう。

(連絡先 :栗林 3959-2072)


